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１　はじめに

　京都で働き、生活していると、京都の街の元気

さに気づく。地方の県庁所在地はもちろんのこと、

隣の大阪と比べても、格段に京都の方が元気だと

感じてしまう。たんに観光客が多いだけでもなく、

学生があふれているだけでもない。一方、株式市

場では、京都企業の元気さを指摘する声も多い。

京都の元気さには、この京都企業の効果もあるの

だろうか。

　そこで本稿では、京都企業（主に上場企業）に

焦点を当てつつ、それが京都という地域の特徴と

関係を持っているのかどうかについて、調査と分

析を行った結果を示しておきたい。本稿のそもそ

もの目的は、元気だと感じられる京都企業への理

解を深めることにより、日本の多くの企業が東京

という一極にこだわることにどの程度の意味があ

るのかを探り、今後の日本企業と株式投資のあり

方に関して何らかの示唆を得ることである。

　以下、本稿の構成は次のとおりである。

　京都企業は他の上場企業と異なっている。その定性的な特徴は、文化の伝承、オリジナリティの追求とその延

長線上にあるグローバルな経営意識、技術志向クラスターの形成の３つにある。定量的な特徴は、グローバルな

事業展開が顕著である。また、足元のROAは他の上場企業より少し低いものの、売上高営業利益率は高い。京

都企業の投資収益率を計測すると、平均値は他の上場企業に少し劣後するものの、標準偏差が小さく、投資にお

ける当たり外れの少なさが抽出できた。
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